






研究目的 

乳児のビタミン K(VK)欠乏状態を把握する方法として,便宜上ヘパプラスチンテスト(Hpt)

が用いられてきた。しかし，Hp t は VK 依存性凝固因子の総和を反映するものであり，VK

欠乏状態を直接反映しているものではない。本研究は PIVKA-Ⅱを測定することにより，健

常乳児のビタミン K 欠乏状態をより正確に把握することにある。また,VK 予防投与後の

PIVKA-Ⅱの存在を検討し,最適な投与法を検討することを目的とする。 


